
福 ％ 69.2
69.1 68.1 - - - △10.2

政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｆ 最終更新日：令和  3年 7月 2日 1頁

後期基本計画 令和　２年度 基本施策方針評価書

０２ 健やかで笑顔にあふれるまち
０８ 安心して暮らせる社会保険制度の維持

保険年金課長  田沼政司

１．基本施策の令和 2年度までの実現状況を明らかにする

幸福を実感するための要素として、市民は「健康」や「所得・収入」などを挙げています。病気やケガで治療が必要なとき

に安心して医療を受けることができ、国民健康保険の特定健康診査や若年者健康診査を受診することで自分自身の健康づく

りについて考え、また、老後や万が一の場合に年金という経済的基盤が確保できるようにすることで、市民一人ひとりが安

心で健康に暮らせる社会保険制度の維持を目指します。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮 自分が心身ともに元気と感じている人の割合

1 ら 59 60 61 62 62 Ｃ
％ 58.4

し 60.7 59.6 - - - 33.3

幸 滝沢市に愛着がある人の割合

2 76 77.5 79 80 80 Ｄ
％ 69.2

福 69.1 68.1 - - - △10.2

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

02089000 【2-8 基本施策目標値入力用】
暮

自分が心身ともに元気と感じている人の割合
1 ら

59 60 61 62 62 Ｃ
し ％ 58.4

60.7 59.6 - - - 33.3

02089000 【2-8 基本施策目標値入力用】
幸

滝沢市に愛着がある人の割合
2

76 77.5 79 80 80 Ｄ



り

令和２年度は仮数値上

組

では目標値をクリアで

み

きなかったことから、

と

今後さらに取

り組みを

方

強化する必要がありま

針

す。

・国民健康保険事

に

業財政調整基金の取り

つ

崩しが続くことから、

い

国保税率の引き上げに

て

ついて検討する必要が

の

あります。

・子ども医

達

療費給付事業は、子育

成

て支援の観点から全国

（

的に拡大する傾向があ

実

りますので、他の子育

現

て支援事業と財政状況

）

を見据えながら、総合

状

的に検討して参ります

況

。

(１) 基本施策の実現に影響する社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする
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保険年金課長  田沼政司

２．基本施策の実現に向けての令和 2年度までの取り組み状況を分析する

Ｂ 概ね達成した

・国民健康保険特定健康診査の受診率が減少していますが、これは仮算定数値であり、法定報告数値ではこの数値より向上

する見込みであります。

・各種医療費給付事業の受給者に対し、現物給付や償還払いにより所定の医療費給付を行うことで、対象

政

世帯の経済的な負

担を

 

軽減することができま

 

した。

・老後や万が一

 

の場合に年金という経

 

済的基盤が確保される

策

ことは、市民が幸福を

:

実感するための重要な

基

要素であることか

ら、

本

広報たきざわを活用し

施

て、国民年金被保険者

策

に対し各種届出や給付

:

の相談について、啓発

主

を行いました。

(２)

管

 基本施策内の取り組

課

みと方針のうち、令和

長

 2年度の重点課題の

職

達成（実現）状況
Ｂ 概

・

ね達成した

【重点課題

氏

】

・国民健康保険は、

名

特定健康診査等を通じ

関

て健康づくりを支援す

係

るとともに、医療費の

課

適正化に努めます。

・

長

子ども医療費給付事業

職

は、子育て支援の観点

・

から全国的に拡大する

氏

傾向がありますので、

名

他の子育て支援事業と

(

財政状況

を見据えなが

１

ら、総合的に検討して

)

参ります。

【重点課題

 

に対応した達成状況】

基

・特定健康診査等の実

本

施により、健康づくり

施

の支援を行い、医療費

策

の適正化に努めました

目

。

３．基本施策の実現

標

に向けての令和 2年

の

度実施後での変化を認

達

識する

Ｂ 社会環境変化

成

あり

・新型コロナウイ

（

ルスの発生により日常

実

生活が一変したことか

現

ら、各事業において、

）

それぞれ歳入・歳出の

に

影響を正確に捉

える必

向

要があります。

Ａ 必要

け

なし

・政策達成のため

た

、引き続き基本施策の

計

実施が必要であります

画

。

(１) 令和 4年

期

度方針策定に際し、今

間

後の方向性や引継課題

内

Ｂ 課題あり

【引継課題

の

】

・国民健康保険特定

取

健康診査の受診率は、



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)
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保険年金課長  田沼政司

02080100  安定した医療制度の運営と実施
1

5,057,358 5,110,109 1.0

02080200  安心して医療を受けるための助成
2

266,859 236,581 △11.3

02080300  生活を支える年金の受給権確保の支援
3

2,823 3,146 11.4

02089000  【2-8 基本施策目標値入力用】
3

0 0 0.0


